
100KW級の SRモータ解析 

 

スイッチドリラクタンスモータ（SRモータ）

は単純な構造とレアアース含む永久磁石を

使用しないモータのため、近年注目を集め

ています。 

ここではMotorSolveを使用して100KW級

の SRモータ（12スロット‐８極）の解析

を紹介していきます。 

 

 

・電流‐鎖交磁束曲線 

このグラフは複数のロータ位置における、

電流‐鎖交磁束をグラフ化したもので、こ

ここからモータの磁化の状況を把握できま

す。 

 

 

 

 

・インダクタンス 

このグラフは複数のロータ位置における、

電流‐インダクタンスをグラフ化したもの

です。SRモータの設計には重要な特性です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・静トルク 

そのほかの重要な特性として、静トルク特

性があります、これは各電流値におけるト

ルクをグラフ化したものです。 

 

 

・通電の最適化 

SRモータでは通電のタイミングを速度毎

に最適化していく必要があります。そこで

MotorSolveではこのようにシート形式で

速度毎に通電タイミングを設定し解析を行

えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・トルク‐スピード曲線 

通電のタイミングを考慮することで、モー

タの高精度なトルク‐スピード曲線が解析

可能です。 

 

 

・相電流 

MotorSolveの動解析では SRモータの駆動

に、自動的にハーフブリッジ回路による電

流が使用されます。電流のリミット要素と

してインダクタンスや通電のタイミングも

考慮されます。この動解析の結果は速度毎

の通電のタイミングを示します。 

 

 

 

 



・モータの特性表 

モータの様々な特性が表にまとめられます。 

 


